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１．研究計画の概要 
北東アジアでは、異なった「歴史」の記

憶と、その集合的記憶への固執が、今なお
融和を妨げている。これを解決するために
は、第１に、過去の「事実」自体を可能な
限り合理的な手続きに基づいて復元する必
要があることは勿論であるが、第２に、集
合的記憶が時間軸の中で生成・継承され、
ある社会集団の正統なる「歴史」として認
知されていくプロセス自体について、実証
的、ならびに理論的解明が求められている。
本研究は、北東アジア各地域における集合
的記憶＝「歴史」がいかに生成・継承され
てきたのかを、人文諸学の協力による学際
的共同研究に基づき総合的に考察する。 

 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、その特色である学際性をい
かしつつ緊密な共同研究を実施すべく、分
担研究者・連携研究者全員を「ナショナリズ
ムと歴史の記憶」（Ａ班）、「生活基層世界と
口承の歴史」（Ｂ班）、「集合的記憶の生成に
関する比較史的、理論的考察」（Ｃ班）、「表
象（イメージ）と文字（出版）による記憶
の継承」（Ｄ班）の４つの研究班に分けて組
織し、Ａ班を統括総括班として、各班単位
での活動を開始した。これまで3年間にわた
って、ほぼ毎月の研究会と、海外ならびに国
内各地での資史料調査・フィールドワークを
実施してきた。研究会では分担研究者・連携
研究者にとどまらず、外部から講師を招いて
のそれも頻繁に実施してきている。外部から
の講師は、国内にとどまらず韓国やドイツか
ら招聘するなどして、当該テーマを日本国内
の議論のみではなくより広い脈絡で検討す
るように心がけてきている。また海外ならび
に国内各地での資史料調査・フィールドワー
クは、場所的には北海道から沖縄、そして山
間部から都市部、さらには漁村に及び、海外
ではアメリカや台湾、中国等、広範囲にわた

っている。さらに調査収集した史資料は、文
字資料が多いものの、それにとどまらずイメ
ージ資料やオーラルな資料へと広がってい
る。それらのうちきわめて貴重なものは、す
でに印刷してほかの研究者への利用の便宜
をはかってきている。最終年度には、総括的
な国際シンポジウムを実施して本研究の到
達点を明らかにするとともに、次の課題の明
確化をはかりたい。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 研究計画全体は、基本的に当初の予定に従
って順調に進行してきた。ただし一部で、対
象との関係で、資史料調査がやや遅れている
分野があるので、早急にその克服を急ぐこと
にしたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ２に記したように、最終年度は総括的な国
際シンポジウムを開催する予定である。それ
に関連して班別の作業と全体の研究会が継
続して開催される。なおやや遅れた分野のあ
る資史料調査については、別途に体制をつく
ってこれを促進することとしたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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〔その他〕 
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